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Ⅰ．本事業のねらい                        

  本事業は、「再犯の防止等の推進に関する法律」第 11、13 条*を主な理念とし、３年間の調

査研究として実践したものである。すなわち、少年院等に在院する少年のうち高等学校で学ぶ

意欲のある者が、矯正教育と並行して高等学校教育を受けることを通じて、社会の中で自らの

主体的な生き方を確立するための支援の方法を開発することを目指してきた。具体的には、本

校が実践している通信制教育の手法を用いて、在院中であっても高等学校の教育課程の学習を

継続させながら、いかにして社会復帰につなげるか、そのための指導法の確立をめざして調査

研究を進めてきた。 

 

*「再犯の防止等の推進に関する法律」  〔下線：報告者〕 

（特性に応じた指導及び支援等） 

第十一条 国は、犯罪をした者等に対する指導及び支援については、矯正施設内及び社会内を通じ、指導及

び支援の内容に応じ、犯罪をした者等の犯罪又は非行の内容、犯罪及び非行の経歴その他の経歴、性格、年

齢、心身の状況、家庭環境、交友関係、経済的な状況その他の特性を踏まえて行うものとする。 

２ 国は、犯罪をした者等に対する指導については、犯罪の責任等の自覚及び被害者等の心情の理解を促す

とともに、円滑な社会復帰に資するものとなるように留意しなければならない。 

 

（非行少年等に対する支援） 

第十三条 国は、少年が可塑性に富む等の特性を有することに鑑み、非行少年及び非行少年であった者が、

早期に立ち直り、善良な社会の一員として自立し、改善更生することを助けるため、少年院、少年鑑別所、

保護観察所等の関係機関と学校、家庭、地域社会及び民間の団体等が連携した指導及び支援、それらの者の

能力に応じた教育を受けられるようにするための教育上必要な支援等必要な施策を講ずるものとする。 

 

 

Ⅱ．目標及び今年度の成果                     

本事業の最終年度として、2020 年度の目標は、2 年間の研究成果を基に、高等学校通信教

育課程における手法を用いて、いかに在院中の生徒に対して高等学校の教育を展開することが

できるのか、その教育手法を確立することであった。具体的には、①タブレットを活用した在

院時のネット学習の確立、②在院時のスクーリング、すなわち対面による面接指導の有効な実

施方法の模索、③地域連携などを活かした生徒の社会参加の効果の検証の 3 つを柱とした。 

もちろん、今回の事業のみから、すべての手法の有効性が明解になったわけではないが、生

徒の実際の成長をつぶさに観察することを通じて、多少なりとも実践した手法の効果と可能性

を確認できたことが、本調査研究の成果と考える。 

上記の成果を得るまで、事業を 3 年間にわたって継続できた土台には、多摩少年院の多大な

ご協力とご指導があった。そして、何よりも参加してくれた生徒一人一人の強い意思と真摯な

努力があったことを銘記させていただく。また、今年度「少年院在院者に対する高等学校教育

機会の提供に関する検討会」が開催され、本事業の成果を多少なりとも反映していただけたと

感じている。この場を借りて感謝を申し上げたい。 
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１．生徒概況 

（１）2020年度入学生 

年度前期については、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で入学者の受け入れを見送

り、後期に多摩少年院から 3 年次生 2 名の入学となった。 

過去 2 年間の本事業で経験を重ねたネット学習の手法を踏襲し、多摩少年院による学習

時間の確保や教官による支援、指導が行なわれた結果、2 名は、順調に学習をすすめるこ

とができた。1 名は卒業、1 名は自分の進路を実現した。 

（２）既在籍生 

①2019年度 4月入学生 

院内の教官の指導によって、在院中に難関の情報処理資格を取得した。本人の自信、

自己肯定感につながり、その後の成長の土台となった。高校での学習は、出院後に一時

停滞したが、その後、非常に努力をした結果、2021 年 3 月に卒業できた。現在は、進

学を視野に、次のステップへ進むべく準備をしている。 

②2019年度 10月入学生 

着実に学習に取り組み成績は非常に優秀であった。出院後は、本校の運動部に入部。

厳しい練習もこなし仲間と共に大会にも出場した。2021 年 3 月に卒業、希望していた

大学進学を実現した。 

③2018年 10月入学生 

以前の仲間からは離れて働いていたが、仕事が忙しく、安定して学習を継続すること

ができず、単位修得は進んでいない。2021 年度は休学となった。休学中ではあるが、

学校と関係がある間に生活が安定させられないか、2022 年度の復学をめざすタイミン

グで、どのような進路選択が可能かを共に考えたい。 

   ④2019年 10月入学生 

     2020 年度は、残り 12 単位と本校の卒業を目指せる状態で迎えたが、学習の面でも生

活の面でも不安定となった。ハードな職場の宿舎に入ったため、本人に直接連絡ができ

ず、父親を通しての連絡となった。2021 年度の学習継続の手続きが完了していない状

況である。 

 

【③、④のケースについての課題】 

在院中は安定した環境があり、院内に多数の支援者がいたため、学習へのモチベーショ

ンを維持しやすかったが、出院後の学習環境を十分に整えられず、単位の修得、学習の継

続が難しくなった。 

生活上、また被害弁済などのために就職が必須である生徒が、学習と仕事を両立させる

方法について、少年院と連携しながら、さらに理解を深めていきたい。例えば、仕事を探

す際には学習時間や学習環境を確保できるか、協力雇用主の理解があるか等ももっと検討

すべきであろう。その生徒にとって、いまの生活の中で最も優先すべきものは何かを一緒

になって考え、見極める支援が求められる。また、学習継続に困難が伴う仕事に就かざる

を得ない場合、単位制高校の特性を生かし少ない科目に抑えて履修する、休学や復学、あ

るいは学習可能になった時の再入学の仕組み等、フルに活用する必要がある。本人の希望
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をよく確認し、人生の中で学びが途切れてしまわないよう相談をていねいに重ねていく必

要性を痛感した。 

 

（３）2021年度新入生 

本事業は今年度で完了するが、本校は、2021 年度以降もこれまでの事業と同様に多摩少

年院と連携をはかることとなり、既に 4 月入学生の入学面接を実施した。 

 

２．今年度の目標と成果 

（１）目標 

①前年度までの成果を踏まえて、在院時のタブレットを活用した学習スタイルを確立す

るとともに、出院後の在宅でのネット学習継続につながる指導方法を構築すること。 

②在院時のスクーリングの有効な実施方法、例えば、少年院の施設や更生教育の場の活

用、さらには在院者との何らかの面談のシステムが構築できるかを検討すること。 

③特別活動として、地域や他機関との連携により、生徒の社会参加を促し再犯防止につ

ながる機会をつくること。 

（２）成果 

①学習上のオンライン活用の可能性 

前年度までと同様、NTT ドコモの学習タブレットを活用することで、「NHK 高校講

座」の視聴、レポート学習、その学習成果の学校への送信と添削結果の受信、という

一連の学習プロセスを一つの機器で簡易に実施することができた。 

また、年度末試験においてオンライン受験を実施した。これは新型コロナウイルス感

染症が収束せず、生徒の安全確保が最優先となったため、本校全体で取られた特別の措

置であるが、同時に院内におけるオンライン受験が、システム上、十分に可能である点

が確認･実証できた。 

②少年院内でのスクーリング（面接指導）などの教育の可能性 

本事業を通じた多摩少年院とのやり取りの中で、少年院の教官に教員免許状を有す

る職員が多数いること、院内での体育指導の内容が高等学校の教科としての体育の内

容と一部重なり、本校のスクーリングと認め得る可能性があること、同様に少年院で

の指導の中には、高等学校の特別活動と認められる可能性のある活動があることを確

認できた。 

上記の可能性は、前述の「少年院在院者に対する高等学校教育機会の提供に関する

検討会」の議論をへて、最終的に令和３年３月３１日に公布された学校教育法施行規

則の一部改正**につながったと思われる。在院している少年たちの高等学校教育の機

会が拡大されたことは大きな前進であり、少年たちの希望につながる変化として、特

筆しておきたい。 

 

**学校教育法施行規則等の一部を改正する省令等の公布について（通知） 

   第一 改正の概要 
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   ３多様な学習ニーズへの対応関係 

    （２）少年院における矯正教育の単位認定（施行規則の一部改正） 

       高等学校の校長は、教育上有益と認めるときは、当該校長の定めるところにより、少年院法（平

成２６年法律第５８号）の規定による矯正教育で高等学校学習指導要領の定めるところに準じて

修得したと認められるものに係る学修（当該生徒が入学前に行ったものを含む。）を、当該生徒

の在学する高等学校における科目の履修とみなし、当該科目の単位を与えることができること。

（施行規則第１００条第３号関係） 

     

③社会参加の意識を涵養するための地域連携 

出院前のケースカンファレンス、自分自身を振り返って記述する「振り返りシート」

等の取り組みに加え、子ども食堂の支援や花壇整備など、本校がすすめる地域連携の中

で地域の力を借りて行う特別活動に参加してもらうことを試みた。自分が役立ったと感

じること、感謝されること、他者と関わることを通じて、自己肯定感を培い、今後の社

会参加に向けたイメージ持つことにつながった。 
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Ⅲ．ネット学習                          

１．前年度までに確立した基盤 

前年度までに NTT ドコモの学習タブレットを活用することで、「NHK 高校講座」の視

聴、レポート学習とレポートの送受信を一つの機器で簡易に実施することができた。 

以下、その概要である。 

（１）ネット学習の流れ 

①教科書、学習書は印刷物を利用、放送番組視聴はタブレットやパソコン等で行なう。 

②生徒は、その学習をもとに NHK 学園独自のネット学習システム、N-gaku Online Space

（NOS）上にあるレポート課題に取り組んで回答等を入力し、本校あてに送信する。 

③科目担当教員が提出レポートに概評を入力し返信する。 

④生徒は返信されたレポートの添削内容、解答例を確認し学習を完結する。 

 

（２）ネット学習の環境整備の経過 

①2018年度  

   「ＮＨＫ高校講座」の視聴ができる端末を準備  

   一定の条件のもとにコンテンツ閲覧を制限する「アイフィルター」を利用することで， 

「ＮＨＫ高校講座」のみの視聴を実現した。  

 

②2019年度  

   以下の条件をクリアし，１２月からネットレポートでの提出が可能となった。環境が整

うまでは，紙レポートに取り組んでもらっていた。  

    N-gaku Online Space（NOS）での学習を実現 するためには、 

    a．外部リンクにアクセスできないこと  

    b．教員も含め，メールのやりとりができないこと  

    c．ホームページのお気に入り登録も含め，入力制限をすること  

    d．レポート作成において，長文入力（自由記述）をした際，入力内容を教官が確認でき

る環境であること  

      「KAITO」というサービスを利用することで，概ね実現することができた。  

NOS 内でも，自身の学習状況を確認し、レポートの入口があるだけのサイト（NHK 学園

学習手帳）を利用することで，新たな開発をせずに外部リンクのアクセスやメール機能

を制限した。自由記述の確認については，ネットレポートの「添削依頼」後は、「学習

を開始する」ボタンの代わりに，「解答を閲覧する」ボタンが表示されるようになるた

め，そこから閲覧することで対処してもらっている。  

 

③2020年度 

年度末試験の院内でのオンライン受験を実施した。これは、新型コロナウイルス感染

症の拡大に対応して、生徒の安全確保のため全校で特別に実施したものであるが、同時
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に、院内でのオンライン受験がシステム上、可能であることが実証された。 

事前に試験本番と同様の環境を整えたトライアル期間を設け、生徒に取り組んでもら

い、試験当日にスムーズに実施することができた。 

 

（３）引き続きの課題  

  ・使用したタブレットは、少年院内のセキュリティ確保を最優先としたため、コピー＆ペー

スト機能が制限されている。具体的には、一部の「ＮＨＫ高校講座」のサイト内にある「理

解度チェック」（番組視聴後の内容確認の問題）に取り組むと表示される「パスコード」

の入力ができないなどの支障が出ている。いまのところ、セキュリティを優先するため、

改善は困難である。 

・iPadは持ち歩きが容易であるため，対象生徒は院内で周囲に知られずに「ＮＨＫ高校講座」

を視聴し、レポートを作成することができた。 また iPad は、他の教育機関でも利用され

ることが多いが、外部とのやり取りを制限する機能が充実している。具体的な機能制限に

ついては、外部企業（NTT ドコモ）の協力を受けて行った。  

 一方、iPadはもともとキーボード入力を想定した作りになっていないため，ネットレポ

ートへの取り組みやすさを重視するなら，chromebook等の方が費用面も含め、利用しやす

い可能性がある。 
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Ⅳ．今年度入学者の状況と環境                      

年度当初からの新型コロナウイルス対応のため、多摩少年院からの 4月入学は見送り、10月

入学生が 2 名となった。昨年同様に院に本校の教員が赴き、本人、家族、教官の先生方とそれ

ぞれ入学面接を実施した。その後、保護者とは面談を行なった。 

いずれの生徒も学習と高校卒業、そして家族の仕事を手伝うことを目標とし、更生に向けた

意志を持っていた。各生徒の様子は以下の通りであり、今後の指導やケアにつなげるため記録

する。 

 

１．入学者ケース１：Aさん  

＊履修状況：62単位履修済み、3年次で 6科目 12単位履修→2020年度で卒業 

文科研究・面談報告書  ※下線は要点。  取扱注意 

作成日（対応日）   印刷 １枚（共有・担任） 

生徒番号      連絡者   対応・
記録 

研究事業担当  
教員 2名 

性別  

家族状況  

在籍（コース・曜日クラス・担任）  

居住地（都道府県・市区町村）  

＊所感：家族を思い、また家族に支えられ、更生を強く願っている。院内での指導と合わせて、家族のサ

ポートがあり、その意志は継続可能と思われる。自分自身への振り返りも進んでおり、学習を通して地域

へ戻ること、再犯防止が促進されると考える。 

＊入学説明及び面接 

Ⅰ.主な内容 

 

 

 

Ⅱ.本人の様子・願い 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ.家族の様子・願い 
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Ⅳ.キーパーソン    

Ⅴ.受診、支援等 

Ⅵ．経済状況 

Ⅶ.その他・教官、担任より 

 

 

 

 

Ⅷ.学園より 

   

 

 

２．入学者ケース２：Ｂさん  

＊履修状況：50単位履修済み、3年次で 3科目 8単位履修→2020年度の卒業は目指さず。 

文科研究・面談報告書  ※下線は要点。  取扱注意 

作成日（対応日）  印刷 １枚（共有・担任） 

生徒番号      連絡者   
対応・
記録 

研究事業担当 
教員 2名 

性別  

家族状況 
 

 

在籍（コース・曜日クラス・担任）  

居住地（都道府県・市区町村）  

＊所感： 進学への強い願い、意志がある。院内で反省が進んでおり、また…家族の強い進学への支援

が得られそうである。さらに振り返る力をつけ、学習活動をすることで再犯の防止につながると考える。 

＊入学説明及び面接。 

Ⅰ.主な内容  

 

 

Ⅱ.本人の様子・願い  
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Ⅲ.家族の様子・願い 

 

 

 

 

 

Ⅳ.キーパーソン  

Ⅴ.受診、支援等        

Ⅵ.経済状況 

Ⅶ.その他気になる点・担当職員より 

  

 

Ⅷ.学園より 

  

 

 

 

 

 

 

 

３．2021年度入学者ケース：Ｃさん  

＊履修状況：1年次新入生 

文科研究・面談報告書  ※下線は要点。  取扱注意 

作成日（対応日）  印刷 １枚（共有・担任） 

生徒番号      連絡者   
対応・
記録 

担任、SSW  
2名 

性別  

家族状況 
 

 

在籍（コース・曜日クラス・担任）  

居住地（都道府県・市区町村）  

＊所感： 将来、社会人として、自立した大人になるという目標を持っている。そのために高校で知識、学

びを積み上げたいと強い意志が感じられる。…事件については、自分を掘り下げながら、反省や必要な

社会的スキルの習得を院内で継続している。同時に高校卒業を目指すことが更生につながると考える。 
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＊入学説明及び面接。 

Ⅰ.主な内容  

 

 

Ⅱ.本人の様子・願い  

 

 

 

 

 

 

Ⅲ.家族の様子・願い 

 

 

 

 

Ⅳ.キーパーソン 

Ⅴ.受診、支援等      

Ⅵ.経済状況 

Ⅶ.その他気になる点・担当職員より 

 

Ⅷ.学園より 
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Ⅴ．指導と生徒状況、出院時の協働                 

多摩少年院内の学習で、学べる自分を発見したというＢさんのように、院での様々なプログ

ラムには更生教育を超えた学びがあると考える。高校 3年生になるまで学校教育の期間は 11

年以上あった。しかしながら、「今この環境にあってはじめて学習が楽しいことを知り、学べ

る自分に自信が持てた」という。その後のＢさんについては以下に述べるが、教育のあり方に

ついて考えさせられた言葉であった。 

ここでは生徒が記入した振り返りシート、特別活動の内容、出院時の様子などを示し、本調

査事業を振り返る一助としたい。 

 

１．ケース１：Ａさん 

2021年 3月に卒業した。入学面接に同席した…家族の喜びはいかほどであっただろうか。

本校集中スクーリングには、初めて一人で宿泊をして出席した。緊張の中、しっかり学習

し、国立市との地域活動にも参加した。 

院内の更生プログラム、指導の元で自分の課題に気づき、高校卒業を選び取った。教官

はじめ他の方の支援を受けられる力（受援力）を大切にしてほしい。 

 

（１）生徒の傾向と特徴 

   生徒が記入した振り返りシート（タイトル「今月の学習記録」）等の記述内容をシステム

担当教員が解析にかけ、言葉の抽出とカウントで記述内容を視覚化した。以下はその結果

である。ここには入学の動機について記述されたものをあげる。 

   点数化した評価方法ではないが、一定の傾向が視覚的に読み取ることができる。 

 

＊方法：形態素解析はMecab で、さらに辞書をNeologd にカスタマイズして実施。 

ネガポジ分析は東北大の乾・岡崎研究室が公開している日本語評価極性辞書を活用。 

n=ネガティブ、p=ポジティブ、e=イーブン ※イーブンはカウントせず別途、頻度 

のカウントあり。 
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【概要】 

・語句の使用頻度の多さは、「高校」「卒業」「少年院」「編入」と続く。 

・平らかなイーブンな語句が大半で、ポジティブな語句とネガティブな語句はほぼ同数

である。ネガティブな語句には「非行」が複数回、「馬鹿」という言葉が含まれており、

非行の結果退学した無念さなどが記述されていた。高校卒業程度認定試験ではなく高

等学校を卒業したい、と面接の際も言っていた。その思いが他の語句と比べて突出し

て大きい「高校」という文字に表れている。 

 

以下、記述の一部を抜粋。 

「…（前籍校に）入学当時は周りから馬鹿にされたり、「どうせ卒業できないだろ、1か

月も通えばいい方」など言われ、なにがあっても卒業して見返してやると思い高校生活

を送っていました。ですが、最初にも書いた通り非行をして退学になりました。…」 

3行程度の量ではあるが、卒業間近に家族の願いと自分の決断を自ら頓挫させたことへの後

悔は、他の文章と合わせて強く伝わってくる。 

多摩少年院内では、高校入学とその学習について教官の先生方がポジティブに認め、支え

る環境であったことはＡさんにとって非常に大きな支えであったと考える。また短い文では

あるが、「これからの人生に役立てたいと思い編入を決めました。」とあり、誰かを見返すと

いった考えを離れ、自分自身のための決断をした様子が窺える。 
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【Ａさんの振り返りシート】 

 

（２）特別活動 ～子ども食堂へ絵本を届ける 

学園では国立市との地域連携の中でさまざまな活動を生徒と行なっている。その中から、

子ども食堂への絵本の寄付に関わってもらった。絵本は生徒、教職員から集めたもので、本

を手にする子ども達へのメッセージカードをつけて贈呈する。生徒はまず絵本を読み、それ

を手に取る子ども達の姿を想像しながら、一冊一冊にメッセージを書いていく。 

 

①活動内容 

Ａさんはその活動を手伝い、図書委員の生徒と一緒に重たい本を持ち、子ども食堂に

届けるところまでを共に行なった。 

書かれたメッセージは、低学年の子が読むであろうことを想定した分かりやすい言葉

づかいで、Ａさんの相手への想像力や思いやりが分かるものであった。 

②今後 

この子ども食堂では、気に入った本があったら子どもは持ち帰ることができる。 そ

して自分が読まなくなった本、誰かに読んでほしい本にメッセージをつけて食堂に置き、

またそれを誰かが手にし、持ち帰ることもある。このように本とメッセージを通した人

のつながりをつくる試みが実践されていた。 

Ａさんがメッセージを書いた本は、国立市の地域の子ども達のつながりの輪の中に入

っていく。Ａさんは料理が得意である。今後、地域で暮らす中で、子ども食堂をはじめ
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自分にできることを見つけてほしい旨、話し合った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子ども達をつなげ 

る絵本棚】                            

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【子ども食堂から、絵本へのお礼状】 

昨日は絵本を届けて頂き 

ありがとうございました。 

 

帰宅後さっそく中身を拝見しました。 

どの本のメッセージもとても素敵でした。 

生徒さんの人柄や思いがこもっていて、 

受け取る子どもたちを想像しながら 

書いてくれたんだな、 

と様子が浮かびました。 

本当にありがとうございます。 

子どもたちにも、思いがきっと届くと思います！ 

 

また、子ども食堂の様子や、 

本をもらってくれた子どもたちの様子など 

写真でご報告しますね。 

どうぞよろしくお願いします。 

 

コトナハウス/ぐるぐる食堂 

【Aさんのメッセージ 1例】 

「くりすますは 

いえすさまの 

たんじょうびだよ  

みんなもいっしょに 

おめでとうって 

おいわいしてあげよう！」 
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（３）出院時のカンファレンス 

新型コロナウイルスのため、多摩少年院のシステムを使ったオンライン会議での開催と

なった。多摩少年院に本校の担任とスクールソーシャルワーカーが、保護観察所に本人、

保護者、保護司がそれぞれ集合し会議を行った。遠隔での会議を日常的に実践している少

年院、保護観察所の業務の幅広さを実感した。 

 

◆ケース会議記録                              ＊取扱注意 

開催日： 

出席者：①本人、母親 ②保護観察所、保護司 ③多摩少年院：統括専門官、担任  

    ④ＮＨＫ学園担任、スクールソーシャルワーカー 

生徒情報：生徒番号       氏名 A      生年月日 

     クラス        担任        都道府県 

１．エコマップ    

    良好  

    普通   

  葛藤 

    希薄 

２．アセスメント（見立て） 

 ・家業を手伝う意志を固めている。そのために今後経営などについて学びたい、また必要な

資格を取りたいという目標がある（やや家族の関わり…   強い傾向にあるようにも見

受けられる。仕事と生活が家族内で完結しないこと、家族以外のつながりが必要か）。 

 ・院内でコミュニケーション能力や観察力などを身に着け発揮し、自信を持つことができて

いる。 

 ・高度な社会性ある、新しい価値観を身につけた。 

３．今回の確認点（目標） 

〇遵守事項：・再非行しない。 ・健全な生活を送る。 ・夜間徘徊、たむろしない。 

   ・以前の関りを断つ。 ・就労の継続。 ・定期の面会、その他。 

・院で得たスキルや気づきを大切にし、生活の中で実践する。学校で得たものも同様。 

・しっかりと働くことで、家族の人生を支えていきたい。 

・高校卒業をはじめ、仕事に必要な免許や資格を取得する。 

・院内で学んだ Excelの技術を使って、家業の事務を手伝うことから始める。 

４．本人より 

  ・自分だけ良ければ良い、という自分がいた。今は他人のことが分かるようになった。 

・まとめ役を任され責任を伴う立場の中で、人を変えるのではなく、自分が変わることで

変化することもあった。コミュニケーション能力も上がった。 

・家族が面会に来てくれ、差し入れ等もしてくれ、そのあたたかさが良く分かった。恩返

しをしていきたい。 
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５．各機関、関係者より 

①少年院担任  

○大変成長したと思う。具体的には、 

・早い段階から、相手の立場に立って考えられるようになりたい、という希望が出ていた。 

・相手の困っていること、助けの必要性を感じ取れるようになった。 

・…    として相手の問題行動を指摘する時、とてもていねいに伝えることで相手も

素直に理解していた。対人関係能力が非常に高くなった。 

○懸念事項：係活動でノルマ終了に向けて焦った時、厳しい目つきなど顕示性が出たこと

である。不良的価値観、力によらないあり方を実践してほしい。 

②学園より 

 大変成長したと思う。家族を大切にしながら、人としての自立を考えてほしい。 

③家族より 

家ではわがままな面も出てしまう。 

→その場合は、保護司の方に相談し一人で悩まないようにする。 

 

６．その他 

①今後の資源 

新しい仲間をつくる、家庭外にも関係をつくる候補として、地元のバスケットボールチー

ムを検討する。 

②宿題への回答 

 ・入学時の学園からの宿題：努力しても成果が出ない、成果が出ても人に認められない場合

はどうするか？ 

・回答「人から認められなくても良い、と考えた。またあきらめずに続ける努力もする。」 

（他者頼みの評価ではない価値観を、自分に持つことの大切さを考えている。） 

７．出院後について 

〇今後の相談先：家族、保護司、少年院（出院後支援） 

 

８．目標と役割分担 

目標 担う機関・人 具体的方法・役割 

○短期目標 

・遵守事項   ・家業の手伝い 

・学習の完結  ・生活の安定 

保護観察所、保護司 

NHK学園 

保護者 

定期面接 

学習継続 

 

○長期目標 

・仕事に必要な学びと資格取得 

・変化した価値観などを維持し続ける 

 

将来、必要な進路相談、手続

き支援は学園 

 

相談、地域での活動など 

９．次回の会議予定  

なし、必要があった場合、調整の上、情報共有など実施。 
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２．ケース２：Ｂさん 

院内で学ぶ喜びを発見したＢさんは、入学時から大学進学が目標であった。母親の事業を

意識し、経済学や経営学を学びたいと表明していた。多摩少年院内での学習で、高校卒業程

度認定試験に合格した後は、学園での学習と並行し大学への受験勉強も始めていた。 

 

（１）生徒の傾向と特徴 

 ①学習と入学の動機についての記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【概要】 

・語句の使用頻度の多さは、「ＮＨＫ学園」が非常に多く「高校」と合わせると、高頻度

の語句の 3 分の 1 を占めている。続き「少年院」が頻出する。その文脈は、少年院に

いながら高校へのチャンスがあることへの驚きや期待に満ちたものであった。 

生徒が院内で前向きな姿勢でいることがそのまま表れている。 

・平らかなイーブンな語句が半数以上、ネガティブな語句は３しかなく、残りはほぼポ

ジティブな語句であった。ネガティブな語句は「罪」「問題」で自分の行為を意識して

いる。他は高校での学習への期待に満ちた、また周囲の支えを意識した語句である。 
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以下、記述の一部を抜粋。 

「…（レポート学習について）現代文では、「私はあなただったかも知れない」を読んで、と

ても感じる事が多く、今こうして勉強できている事に感謝の気持ちが改めて芽生えまし

た。 …」 

「…あと 24単位を習得すれば高校を卒業できるという状況でした。そんな中、罪を犯してし

まい少年院にいる僕は在院中に高校に通えるなんて思ってもみなかったので、…」 

「…そして僕が少年院を出院した後も通うことができ、今の僕にとってとても NHK 学園は適し

ている環境だと思い、…学べることになったのでこのチャンスを生かし、より多くの自分自

身の成長につなげたいと思います。 」 

いずれも学ぶチャンスへの喜びや少年院の環境への感謝、そして見通しをもって自分の成

長につなげようとしている意欲が静かに伝わってくる。 

 

②学習そして家族について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【概要】 

・ネガティブな語句の使用が 5に対し、ポジティブなものは 48となっている。家族につ

いて非常に肯定的である。使用頻度は「家族」が最も多く続いて「僕」となり、関係性

を考察している。他は「存在」「大切」と続き、院内で家族の支援、思いに改めて気づ

いたことが表れている。 
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以下、記述の一部を抜粋。 

「…僕にとって家族とは、かけがえのない大切な存在です。今までは家族に対してそこま

で強い愛もなく、家族はただの家族というように思っていました。ですが今回少年院に

来て、いかに家族というのは僕にとって人生において大切な存在なのかという事を思い

知らされましたし、自分が辛い時会いに来てくれたり寄り添ってくれたり、本気で僕に

対して叱ってくれたり励ましてくれたり…」 

 

③学習と長所について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【概要】 

・ここではポジティブな語句は 34、それに対しネガティブな語句が 18使用されており、

他の傾向と異なっている。それは自分の長所は、反転すれば短所ともなるという洞察

があるからである。誰とでも仲良くできる、やろうと決めれば集中してこなせると言

う長所が、逆に人に影響されやすく流されやすい、やればできるから自分に甘くなる、

そのことが犯罪につながったのではないか、と振り返り、自己分析している。 

 

以下、記述の一部を抜粋。 

「…ですが逆に僕はやればできるタイプだから、あえて面倒なことは…、やらない選択を

取ることが多かったです。そして僕の短所は主に、人に流されやすい所で、…人と仲良
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【Ｂさんのシート】 

くなりやすい分、良くも悪くも人に影響されて、自分で善悪を考えられず、その場の流

れや雰囲気で流されてばかり…少年院に来ることになったのも、周りからの悪い影響に

流されて、きちんとその善悪を考えられなかったのも一つの要因だと思っています。…」 

 

●学習に関して 

   院内で計画的に準備をすすめ、取り組んでいた。本人の自己管理と教官の支援がある環境

の大切さが分かる。 

○本人より 

・（期末試験の）事前に重要であろう所やスクーリングで得た情報などを分かりやすくまとめ

て、それをもって臨みましたが、国語ではその結果が発揮でき良い点をとれ…、英語はリ

スニングへの対策が少し準備不足だったみたいで、反省と学びになりました。 

  ・今後の自分に生かせると感じたこと 

今月で今年度（3月まで）の主なレポートもすべて終わりテストも終わりましが、ＮＨＫ

学園に通ったこの半年間は事前にレポート作成の計画を立てたりして取り組み、一回も期

間を過ぎることなく、きちんと取り組めたことは良い経験を積めて自分自身に自信を持て

ました。 

○院担任より 

目標である年度末試験に向けた計画的な学習が良くできていた。先月末に行われたスクー

リングの体験によって、学習に意欲的に取り組んでいた。 
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（２）特別活動 

  特別活動として、前述のＡさんと同じ寄付用の絵本にメッセージを書いてもらった。また、

学内花壇の整備と、進路に役立てる「曼荼羅チャート」（以下詳述）を作成した。 

①花壇の整備 

   学園玄関前には花壇が設置されている。春に良く咲き続ける花として、ビオラ、 

ノースポール、アリッサムなどを植える活動を行なった。植物を植えるのは初めての体験

だという。 

土には事前に肥料や腐葉土をすきこんであったので、土と根をほぐし植える。土と根っ

こという大切な箇所に少し手をかけることで、のびのび育っていけること等を伝える。「こ

んな風に得ることができるなんて、はじめて知りました。」と目を輝かせ、花壇を見る人の

視線で色の配置などを考えた。 

Ｂさんが植えた花々は、現在も学園に登校する生徒や、道行く住民を楽しませている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②曼荼羅チャート 

 ●取り組み内容 

これは自分の目標に向かって何が必要か、どんな準備をしていけばいいのかを、大き

な事柄からスモールステップにしていくチャートづくりである。より実現可能で具体性

のあるものに広げていける特徴がある。 

中心の点線で囲まれたコマに目標が書かれ、その周囲の 8 コマが目標達成に必要な事

柄。さらにその 8 分野を中心に据えて、そのために実際に必要なことを細分化して考え

る流れになる。 

●作成過程 

担任からチャート作成の仕組みを説明すると、非常に集中し黙々と仕上げていった。

担任によれば制限時間内に全てを記入できる生徒は少なく、その目標に向けた具体性あ

る考察力と集中力が評価されていた。 
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【未来に向けた曼荼羅チャート】 

 

 

●本人より：今月取り組んだ内容について、印象に残ったことや、質問したいこと 

「今月はスクーリングに行き学んだ事がとても心に残っています。総合学習でやった、マン

ダラチャートや各教科の授業を受け、テスト範囲について改めて、詳しく勉強できたことや、

ＨＲで花壇に花を植えた事は僕にとって人生で初めて体験した事で、とても良い経験をする

事が出来、心からまたやってみたいと思いました。今回は本当にありがとうございました。」 
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●今月取り組んだ内容で、今後の自分に活かせると感じたこと 

「何より、マンダラチャートを自分なりに考え、将来の夢を叶えるために必要な物は何かそ

の必要な物をどうやって得るのかという事、真剣に考えた事は、夢につながるために必要な

事と向き合え、達成するための具体的な物が見えたので、本当に良い経験になりました。」 

 

（３）卒業に当たって 

Ｂさんは本事業で高等学校の卒業証書は手にしていない。卒業に必要な履修単位数より少

なめの無理のない学習をしていた。そして少年院内で高校卒業程度認定試験に合格し、その

受験資格をもって在院中に大学を受験し合格したからである。 

少年院内において、学びの楽しさと自分の力に気づき、高校の学習もしっかり行ない、同

時に大学にも進学することができた。学園での学習と合わせ、その多くは少年院内の指導と

本人の努力の結果であると思う。 

最後にケースカンファレンスの代わりに、本人、多摩少年院担任、学園担任とスクールソ

ーシャルワーカーとで面談した。終わりにＢさんはすっくと立ち上がって、学習の機会を得

た喜びと感謝、未来へ向かう決意について、自分の言葉で述べてくれた。見事な卒業であっ

た。 
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Ⅵ．研究事業の完了                       

１．法務省の検討会 

2020年 6月 25日に第 1 回「少年院在院者に対する高等学校教育機会の提供に関する検討

会」が開催された。同年 12 月には、その後の委員会の成果を盛り込んだ検討会報告書が公

表された。報告書によれば、在院者にとって各地の少年院と地理的に近い通信制高校が連

携・支援していくこと、また、各省の連携などがまとめられている。さらには、今後モデル

事業としてさらなる取り組みが予定されている。この 3年間の事業をはるかに超える急速な

展開に、感慨深いものがあることを言い添えたい。          ＊添付資料 

 

 ２．課題について 

本事業の中での課題は、在院中のスクーリングや試験の実施方法、少年院の施設と人材の

活用、院内教育内容を単位認定に組み込む可能性、地域への再統合等、非常に多岐にわたる

ものであった。前述１の検討会とそれを踏まえた学校教育法施行規則等の一部改正、今年度

以降のモデル事業等の展開に託したい。 

 

３．ＮＨＫ学園での継続について 

この 3年間の調査研究事業は、法務省、多摩少年院の多大な尽力があっての事業であった。

またタブレットの仕組みづくりにおいては、ＮＴＴドコモのこれまでの教育機関での経験が

大きな力となった。今後、多摩少年院との協働により事業の成果を継承・発展させることと

なり、既に 4月に入学者を 1名迎え学習をスタートしている。 

また、本校では、本校の進路指導部が中心となって、今年度から、多摩少年院内でも学習

支援を行なっている、「たちかわ若者サポートステーション（受託元 NPO 法人育て上げネッ

ト）」の協力を得て、「あすなろカフェ」（生徒が気軽に進路についての相談をし、適切な助言

が得られる取り組み）をスタートさせた。出院後、学習継続に困難なケースが出た場合、こ

の「たちかわ若者サポートステーションの育ち上げネット」はもちろんのこと幅広い力をお

借りして、少年たちを支えるチームをつくり、支えていきたい。 

 

… 最後に … 

本調査事業の成果については、何よりも生徒一人ひとりの力に負うところが大きい。更生

を目指す少年院在院時から通信制高校で学ぶという新たな取り組みに、多摩少年院と共に果

敢に挑戦してくれたのである。 

一部、学習継続が難航した生徒について、学びたかった気持ちを支え、解き放つことがで

きなかったことは学園としても心残りである。が、新しい取り組みにチャレンジした自分を、

褒めてあげてほしいと思う。学びたい気持ちとその機会は、いつかめぐってくる。通信制高

校は再チャレンジの機会に満ちている。 
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＊添付資料 

「少年院在院者に対する高等学校教育機会の提供に関する検討会報告書より（概要）

http://www.moj.go.jp/kyousei1/kyousei03_00007.html 

 


